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令和２年１１月遠野市議会臨時会会議録（第１号） 
 

令和２年11月16日（月曜日） 

────────────────── 

議事日程 第１号 

令和２年11月16日（月曜日）午後２時開議 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第73号 令和２年度遠野市一般会計

補正予算（第５号） 

第４ 議案第74号 教育委員会の委員の任命に

つき同意を求めることについて 

第５ 議案第75号 固定資産評価審査委員会の

委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

第６ 議案第76号 固定資産評価審査委員会の

委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

第７ 議案第77号 固定資産評価審査委員会の

委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

────────────────── 

   本日の会議に付した事件 

１ 諸般の報告 

２ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

３ 日程第２ 会期の決定 

  （議会運営委員長報告、採決） 

４ 日程第３ 議案第73号 令和２年度遠野市

一般会計補正予算（第５号） 

  （提案理由の説明、質疑、討論、採決） 

５ 日程第４ 議案第74号 教育委員会の委員

の任命につき同意を求めることについて 

  （提案理由の説明、質疑、採決） 

６ 日程第５ 議案第75号 固定資産評価審査

委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについてから、 

  日程第７ 議案第77号 固定資産評価審査

委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについてまで。 

  （提案理由の説明、質疑、採決） 

７ 閉  会 
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次 長  千 葉 芳 治 君 

主 査  多 田 倫 久 君 

────────────────── 

   説明のため出席した者 

市 長  本 田 敏 秋 君 

副 市 長  飛 内 雅 之 君 

総務企画部長  鈴 木 英 呂 君 
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健康福祉部長兼健康福祉の里所長 
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環境整備部長  奥 寺 国 博 君 

会計管理者兼会計課長  鈴 木 純 子 君 

消防本部消防長  三 松 丈 宏 君 

市民センター所長  小 向 浩 人 君 

市民センター文化振興担当部長  石 田 久 男 君 

教育委員会事務局教育部長  伊 藤 貴 行 君 
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────────────────── 

   午後２時25分 開会・開議   

○議長（浅沼幸雄君）  ただいまから、令和２

年11月遠野市議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   諸般の報告   

○議長（浅沼幸雄君）  日程に入るに先立ち、

諸般の報告をいたします。 

 市長から議案の送付がありましたので、お手

元に配付しておきましたから、御了承願います。 

 次に、市長から報告第８号、１件の送付があ

りましたので、お手元に配付しておきましたか

ら御了承願います。 

 次に、監査委員から例月現金出納検査の結果

報告書２件を受理いたしましたので、その写し

をお手元に配付しておきましたから御了承願い

ます。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、会議録署名

議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において、12番菊池巳喜男君、13番

照井文雄君を指名いたします。 

────────────────── 

   日程第２ 会期の決定   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第２、会期

の決定についてを議題といたします。 

 本件に関し、議会運営委員長の報告を求めま

す。議会運営委員長。 

   〔議会運営委員長菊池由紀夫君登壇〕 

○議会運営委員長（菊池由紀夫君）  命により

まして、議会運営委員会の報告をいたします。 

 11月13日午前10時から議会運営委員会を開催

し、令和２年11月遠野市議会臨時会の会期を本

日１日間とすることを決定いたしました。 

 会期内の予定表については、既に議員各位の

お手元に配付しておきましたが、若干の説明を

加えさせていただきます。 

 会期の決定後、議案第73号と議案第74号につ

いてはそれぞれに、議案第75号から議案第77号

までの３件は一括議題として審議をいたします。 

 議案第73号は補正予算案です。 

 議案第74号から議案第77号までの４件は人事

案件です。 

 人事案件は、先例により討論を省略いたしま

すので、御了承願います。 

 なお、補正予算案での質疑については、自席

で１人３回までとなっておりますので、念のた

め申し添えます。 

 議員各位の御賛同と御協力をお願い申し上げ、

議会運営委員会の報告といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。た

だいまの議会運営委員長報告のとおり、今期臨

時会の会期は、本日１日間といたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、今期臨時会の会期は、本日１日間と決

定いたしました。 

────────────────── 

   日程第３ 議案第73号令和２年度遠野市

一般会計補正予算（第５号）   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第３、議案

第73号令和２年度遠野市一般会計補正予算（第

５号）を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 
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○副市長（飛内雅之君）  命によりまして、令

和２年11月遠野市議会臨時会に提出いたしまし

た議案の提案理由を御説明いたします。 

 議案第73号令和２年度遠野市一般会計補正予

算（第５号）の提案理由については、歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ9,539万円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ215億7,5

44万1,000円にしようとするものであります。 

 今回の補正予算は、新型コロナ対策事業に係

るもので、主な内容は新型コロナウイルス感染

症対策市町村総合支援事業費補助金を活用した

新型コロナウイルス感染症経済対策事業費のほ

か、妊婦のインフルエンザ予防接種に要する経

費の補助、成人式のオンライン配信等の感染症

予防対策に係る事業費について補正しようとす

るものであります。 

 なお、今回の補正を含めて、新型コロナウイ

ルス対策事業は全63事業、総事業費約33億3,97

5万円となります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これより質疑を許しま

す。質疑ございませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議案第73号については、会議規則第37条

第３項の規定により、委員会への付託を省略い

たしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、委員会への付託は省略することに決し

ました。 

 これより討論に入ります。反対討論はありま

せんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  賛成討論はありません

か。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  討論なしと認め、討論

を終結いたします。 

 これより議案第73号令和２年度遠野市一般会

計補正予算（第５号）を採決いたします。 

○10番（多田勉君）  議長、議事進行。 

○議長（浅沼幸雄君）  議事進行。多田勉議員。 

○10番（多田勉君）  予算委員会に付託しない

ことで、その後にこのページを追って、補正予

算の内容の質問、質疑応答をするんじゃないん

ですか。頭からもう質疑なしで行くんですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  暫時休憩いたします。 

   午後２時32分 休憩   

────────────────── 

   午後２時34分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  再開いたします。 

 ただいまの議事進行に関しまして暫時休憩中

に議員間で協議いたしました結果、私が休憩前

に「採決に入ります」と申し上げましたけれど

も、それより遡りまして、「これより討論に入

ります」というところから、一旦……。 

   （発言する者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  ううん。「委員会付託

へは省略することに決しました」と申しました。

その後に「これより討論に入ります」と申しま

したので、そこのところを戻ります。 

 委員会付託を省略することには決しましたが、

本会議場での討論をこれから受け付けます。 

 委員会のようにページを。 

 質疑です。すみません。 

 ページをめくってとはいきませんので、説明

書の中で皆さんが質問したい箇所について何

ページのどこそこという形で質問をしていただ

きたいと思います。 

 それでは、質疑を許します。質疑はございま

せんか。 

○15番（安部重幸君）  議事進行。 

○議長（浅沼幸雄君）  安部重幸議員、議事進

行。 

○15番（安部重幸君）  「質疑ありませんか」

じゃなくて、議長、歳入に基づいて歳出もある

んですから、「最初に歳入、一括して質疑あり
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ませんか」と。なければ、今度、「歳出のほう、

一括でいいですか。質疑ありませんか」。普通

だったらそう持っていくんじゃないですか。歳

出も歳入も一括ということはちょっと私は理解

できないです。 

○議長（浅沼幸雄君）  いろんなやり方がある

んだと思いますけれども、それに対しては、歳

入歳出一括で進めたいと思います。分ける必要

は今回はないと私は判断しました。 

 10番多田勉君。 

○10番（多田勉君）  歳出の商工費の関係で質

問をさせてもらいますが、商工関係団体の今ま

での新型コロナウイルス感染症に伴う商工業に

対する影響といったものを調査したというふう

に私どもは伺っておりますけれども、それを見

ると、今年の４月から８月、９月までのいろん

な意見、声を聴いているようですけれども、そ

の内容を見ると、４月から８月までは平均値を、

前年同月との比較で売上げの影響についてその

平均値を上回って、若干、上回ってきている、

推移をしてきたんですが、９月に入ってこれが

逆転してますね。いわゆる影響がマイナス傾向

に、もうどんどん売上げが減少のほうに逆転し

たというふうなことが調査の結果、出ているん

ですが、そういった内容を捉えての今回のこの

商工費に対する補正というふうに捉えてよろし

いんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  お答えいたします。

議員のおっしゃるとおりです。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

○10番（多田勉君）  この調査の中には、求め

た回答以外にも様々な声が寄せられているとい

うふうに伺いました。その中で何点か御紹介し

たいと思いますけれども、今の売上げ、最高で

も30％減で済んでいるというふうに見えている

と。しかし、売上げは減ってても利益が50％以

上も減少してるんだよと。ですから、その捉え

るポイントですが、売上げで捉えて判断するの

か、市民の生活につながる利益の50％以上減少

していると。そうすると、雇用して営んでいる

経営者といった方々は非常に雇用の維持が難し

いと。そして、このままいくと今後もさらに厳

しくなるんだということが想定されるというふ

うな声が寄せられております。 

 そういったところについては、どのようにお

考えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  確かに、議員が今

おっしゃったとおり、売上げが30％減だけれど

も、利益はさらに減っているといった声がある

のは承知しております。 

 ただ、国の持続化給付金の考え方にもありま

すとおり、売上げという部分であれば、それは

どんな事業者でも一律に比べることができるん

ですけれども、利益の部分になってきますと、

要はどういった経費を使ったせいで下がってし

まったのか、また、そういった経費の中でほか

の人が見れば、そこはもう少し減らせるんじゃ

ないかとか、そういった各事業者の個別の要素

が入ってくるので、なかなかそういった声は聞

いておりますので、そういった声を集めながら、

何かその中で普遍化して、政策に落として、事

業に、コロナ対策に移していきたいと思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

○10番（多田勉君）  最後ですので、あと一回

だけさせてもらいます。 

 今、部長の答弁にあったとおり、ただ、個人

だけでやっている経営であれば、それでも何と

か頑張っていけるのかなという望みもないわけ

じゃないんですが、ただ、先ほど申し上げまし

たように、雇用している場合、その所得の売上

げと利益の中身の問題、そういったことを考え

ると、非常に厳しい経営を強いられているとい

うのが私は実態だというふうに捉えました。 

 そこで、これだけはお示しをしたいというか、

お知らせしたいんですが、市内商店業者、個人

店などの現状をしっかりと把握していただきた

い。それぞれ一律じゃなくて、それぞれの経営

の内容についてを十分に把握していただきたい。

そして、この中では遠野市の財政事情もあろう
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かと思いますけども、国、県の制度のみならず、

遠野市としてのいろんな手だてをそういったも

のに充てていただきたい。現状をしっかりと把

握した上で取り組んでいただきたいという声だ

と思って私は理解しましたが、最後にそのこと

についてお伺いをさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  おっしゃるとおり、

雇用の維持は大変重要な問題で、雇用調整助成

金も12月までですけれども、延長という話も出

てきております。また、市内の事業者の声を聴

くという点でありましても、商工労働課のほう

で毎月六十数社アンケートを取って内容を把握

しておるところです。 

 また、今回の５号補正の中でも商い元気回復

事業費補助金、こちらのほうでも商品券のプレ

ミアム付商品券を発行したりして少しでも市内

の経済、景気が回復するよう努めていきたいと

考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

○４番（佐々木敦緒君）  ６款１項４目の畜産

業費についてお伺いしますが、遠野市ばかりで

はなくて、県、国、全体、経済状況、好転しな

くて苦しんでいる折にこの畜産業も大変おやめ

になられる方まで出てきている。 

 この資料を見ると子牛価格も下がってきてい

る現状の中で、果敢に遠野市ではコロナ対策に

取り組んでおられるというように思っておりま

す。 

 今回、和牛繁殖雌牛の増頭補助、１頭10万円

以内ということで、前回、150頭分を補正して

きたわけですが、今回、これに50頭増とすると

いうことの予定、予算でありますが、この資料

を見ますと前年度に比べて牛の取引実績で66頭

ほど前年度から減になっているというふうに見

られますけれども、どうなんでしょうか。この

予算、実行することによって、遠野市に、牛、

増頭になるんでしょうか。そのように考えてお

られるのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  今回の和牛繁殖、

雌牛の増頭対策ですけれども、交付対象のほう

で花巻農協の和牛改良組合のほうと、今、入っ

ている市内の生産者ということで、ＪＡ花巻の

ほうとも連携して進めていきたいと考えており

ます。 

 まず、以前の補正で150頭分、予算化してお

りましたが、今回、50頭分の増頭ということに

なりまして、アフターコロナに向けてこの事業

で少しでも生産基盤を整えて、アフターコロナ、

ウィズコロナ、そういった経済の拡大していく

時期に生産を拡大できるよう努めていきたいと

考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

○４番（佐々木敦緒君）  私の質問は200頭分

を補正予算で増頭していくという予定なわけで

ありますが、今後、これを基にして遠野の牛の

数が増えていくというように想定しているのか、

やっているんでしょうけれども、どのようにな

っていくのかなという部分をどのようにお考え

なのかをお聞きしたい。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  議員のおっしゃる

ところは、確かに高齢化も進んでおりますので、

こういった繁殖牛の子牛の生産から撤退してく

る農家がいらっしゃるのではないかということ

だと思います。 

 確かに、生産をやめていく農家さんがいらっ

しゃることはいらっしゃるんですけれども、次

世代資金とかで、若い生産者の方も若干ながら

入ってきておりますので、何とかＶ字とまでは

いかなくても、ちょっと平行線から少し角度が

上がるぐらい、少しずつでも増えていくことを

目標に頑張っていきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

○４番（佐々木敦緒君）  実は、私も若手の畜

産農家から、この事業、大変いいと。それで、

多頭化に向けて進むきっかけになっているなと

いうふうに思っています。そういう評判もあり

ますので、どんどん、本当にいい事業だったの

かなというふうに考えています。 

 一方、馬、農用繁殖雌馬の増頭補助、前回、
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５頭、予算を計上したわけですが、今回はこれ

に加えて３頭分を予算化しようと提案されてい

ます。 

 今、馬産地遠野といいながらも、随分、農用

馬は減ってきています。これに歯止めをかける

べきこの対策、経済対策も含まっているという

ふうに評価するわけですが、全体でこの事業、

８頭分を今回予算計上したことによって遠野に

何頭の農用馬が飼養されていることになるんで

しょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  まず、今回の事業

では、予定しているのは農用馬、６農家で８頭

分を予定しております。 

 手元に正確な数字がないんですけれども、農

用馬、20なり30なりと、そういったレベルであ

ったと捉えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  他にございませんか。 

 16番新田勝見君。 

○16番（新田勝見君）  資料の上のほうでござ

いますけれども、この収入保険についてですけ

れども、これは上限20万。これを見ますと、大

体、十二、三人分かなというふうに思いますけ

れども、私が今まで聞いている範囲では、数年

前から青色申告していないとこれに入れないと。

これは12月まで入って、しからばこの掛金、こ

れは令和３年度の分なのか２年度の分なのか。

ちょっとこれだけの資料ですと分かりにくいん

ですけど、その辺について説明願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  今回の事業は、令

和３年の１月から12月を保険期間としたその分

の保険料の半分を補助するものです。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

○16番（新田勝見君）  これは、そうしますと、

さっきも言いましたけれども、今年、青色申告

やりますよ、来年はやりますよと。即、その年

にこれを払って収入保険に入れるということで

はないというふうに私は思ってましたけども、

その辺をもう一度。 

 数年前から積み重ねがあって、青色申告をや

っている方は入れますよというふうに私たちは

聞いてますけども、その辺について。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  おっしゃるとおり

です。今回、青色申告を既にされている農家が

対象なんですけれども、前年から１年間既にそ

れで青色申告をしている方が条件になります。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

○16番（新田勝見君）  そうしますと、令和３

年から青色申告やりますよと。そうした場合に、

令和４年からの掛金ということにならないんで

すか。なんかちょっと私は前のいろいろ聞いた

範囲では、そのときに入ってそのときにかけれ

ばすぐもらえるよというような収入保険ではな

かったと思うんですよ。部長、その辺、分かっ

てるんじゃないかなと思いますけども。最後に

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  はい。産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  すみません、私の

説明の仕方が悪くて。 

 ですので、今回、青色申告っていうのは、例

えば、今、今年から青色申告とかでは駄目で、

前年の申告のときに既に青色申告した方が今回

継続して入るとか、そういう場合には対象にな

るんですけれども、令和３年から青色申告やる

とかっていう人は対象にはなりません。おっし

ゃるとおりです。 

○議長（浅沼幸雄君）  14番荒川栄悦君。 

○14番（荒川栄悦君）  私は、デジタル化促進

事業費補助金について、もっと詳しく説明をも

らいたいんですが、100事業者対象で10万円以

内のということのようですが、100事業者の根

拠等を詳しく確認したいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  今回、政府のほう

でＤＸ、デジタルトランスフォーメーションと

いうことで政府を、国を挙げてデジタル化を進

めるといったことで。 

 ただ、そういった完全なシステムがすぐ皆さ

ん使えるようになるというわけではありません

ので、まず、基本的には通信情報機器、例えば、
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ここではＷｉ─Ｆｉの設置とかＬＡＮの設置な

んかも言ってますけども、例えば、ｉＰａｄと

かを導入して経理とかシステムをそれでやると

か、そのためのｉＰａｄを導入するとか、そう

いったものも対象としておりますので、100と

いうのも、市内にある小規模事業者は1,000社

弱ぐらいはあるんですけれども、ただ、なかな

かそうはいっても半分とかそこら辺まではいき

ませんので、手始めとして、まず100というよ

うなことで考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  14番荒川栄悦君。 

○14番（荒川栄悦君）  その100事業者でも結

局10万円ということは機器の値段からすればも

うほとんど１台程度ということでしょうから、

相当大きい事業者とすればもう間に合って、使

っているという部分がある。これから、入って

いない人たちが、必要だという人たちが手を挙

げてくるかと思うんですが、それは特に事業の

規模とか、収入とかそういった、基本的に制限

はないわけですね。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  基本的には小規模

事業者や中小企業といったところを対象として

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  14番荒川栄悦君。 

○14番（荒川栄悦君）  そうであれば、なおさ

ら今回のこういう対策、トータルを含めてなん

ですけど、そういう情報をしっかりときょうの

議会が終わった時点では考えなければ。考えて

いるとは思うんですが、それを知らしめるとい

うことにおいてはどういう体制を取ろうとして

いるんですか。伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  まず、市の広報や

ホームページ、あとは、商工会とも連携して、

幅広く、やはりデジタルトランスフォーメーシ

ョンということで少しでも情報を、システムな

り情報化を進めていくということですので、幅

広く案内をして、遠野テレビなども活用して周

知していきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  他にございませんか。 

 ６番小林立栄君。 

○６番（小林立栄君）  先ほど同僚議員の新田

議員より質問がありましたが、１点、収入保険

加入促進事業費についてお伺いいたします。 

 コロナ特例もあるということで、いざという

ときの保証ですので、これは大事な取組だと思

いますが、今回はコロナ対策ということで組ま

れておりますが、実際、これまでどれぐらいの

方が利用されていて、今回、このコロナ対策と

いう中でやはりどれだけ普及を図っていこうと

お考えの中での事業、計画なのか、お示しくだ

さい。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  収入保険は、今の

ところ、現在の加入者は66名となっております。

今回、新規で20名ほど見込んでおります。これ

は、実際の手続を行う岩手県農業共済組合の東

南部地域センター、そちらのほうで目標として

いるのが100まで伸ばしたいという話なんです

けれども、まずその半分ぐらいの66から100を

想定しているんですけれども、まずその半分ぐ

らいの新規20名ぐらいを見込んで事業化してお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

○６番（小林立栄君）  さっきも言いましたが、

コロナ、特例等もありますので、ぜひ積極的に

進めていただきたいと思います。 

 私のほうはもう一点、観光費のＷｉ─Ｆｉ環

境整備工事請負費についてお伺いいたします。 

 まず、この別の資料の経済対策としての観光

施設Ｗｉ─Ｆｉ環境整備事業ということだと思

います。 

 これは、実際に具体的にはどこに、工事請負

費ということですので、どこにこのＷｉ─Ｆｉ

環境を整備する事業計画なのでしょうか。お示

しください。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  今回の事業では、

たかむろ水光園、あとは、ふるさと村、あと、

コテージランドかしわぎを予定しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 
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○６番（小林立栄君）  最後ですのでまとめま

す。 

 今回、これは工事請負費ということで、工事

を、Ｗｉ─Ｆｉ環境を整えるということなんで

すが、特にこのワーケーションという部分は、

つくったから勝手に来るというものでもなくて、

やはりソフト面、そういった取組をしています

よとか、ぜひ利用してくださいというようなＰ

Ｒ、そういった戦略的なところも必要だと思い

ますが、その辺りについてはどのように取り組

むお考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  おっしゃるとおり、

仕組みだけ整えてもなかなかそこに人を呼び込

むということは難しいですので、ただ、観光振

興とも大きく絡んできますので、観光推進協議

会と一体になって、このウィズコロナ、アフ

ターコロナを見据えてワーケーション、様々な

要素はありますけれども、こういった環境整備

を生かして、そういった取組で利便性が良くな

っているといったことも併せて宣伝しながら集

客に努めていきたいと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  他にございませんか。 

 ８番萩野幸弘君。 

○８番（萩野幸弘君）  私は、４款の予防費の

新型コロナウイルス感染症予防対策事業費とし

て、妊婦インフルエンザ予防接種補助金45万計

上しておりますけれども、もうちょっと事業の

中身的に周知方法とかそれから期間は決まって

いるのかとか、その辺の詳しい制度の中身、設

計の中身について確認をしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  今回のイ

ンフルエンザ対策ということで、現在、対象者

は90名想定してございます。ほぼ、今、かかり

つけの医療機関に通われている妊婦さんもござ

いますけれども、接種となれば、今現在、進め

ている市内での医療機関の受診もございます。

そういうところも、今後、周知をして、１月中

にぜひ希望により接種できるような環境を整え

たいということで進めているところでございま

す。 

   （発言する者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  「１月」と答弁しまし

たか。何月中と答弁しましたか。ちょっと聞き

取れなかったそうです。何月中。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  妊婦さん

が今現在通われている医療機関もありますけれ

ども、市内でも、現在、インフルエンザ、予防

接種できる箇所があるわけですけれども、それ

も含めて周知を図って、そして、希望される場

所で受けられるという形を取りたいと思ってご

ざいます。 

   （発言する者あり） 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  すみませ

ん。一応、現在、市内のほうの予防接種の部分

につきましては、１月まで、１月いっぱいを接

種期間ということで定めておりますので、それ

に合わせてやるということでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

○８番（萩野幸弘君）  もう既に接種している

方もあろうかと思うんですけれども、そういっ

た方には対象にならないということなんでしょ

うか。それとも、領収書等、証明できれば、遡

及して対象にするよということなんでしょうか。

平等性の見地からの質問です。 

○議長（浅沼幸雄君）  子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  予防接種

も既に始まっておりますので、その場合には、

基本的には償還払いみたいな形になるわけです

けれども、10月から接種が始まっておりますの

で、もう既に接種を受けられた方もその領収書

でもって補助が受けられるというような形を取

りたいと思ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

○８番（萩野幸弘君）  分かりました。３回目

ですけれども、これは、例えば、またコロナが

蔓延してきて、医療機関に行くのがちょっと怖

いという、不安だという妊婦さんもいらっしゃ

るかもしれませんが、いずれ市内だけの病院が

対象なのか、あるいは、県内どこで、例えば、

どこでもいいよということなのか、そういった
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ことが全ての妊婦さんに全て漏れなくちゃんと

情報が行き渡るようにしてほしいと思うんです

が、その辺の中身についてはどうなんでしょう

か。 

○議長（浅沼幸雄君）  子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  こちらに

つきましては、基本的に接種を受けて支払った

分にその補助をするというような形なので、県

下、エリアを区分せずにやってございます。 

 さらに、その周知の部分でありますけれども、

そのリストアップはもう終了しておりまして、

即、案内を出して、そしてどこでも受けられる、

そして、受けたら補助が受けられるというよう

な形に進めていきたいと思ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  他にございませんか。 

 １番小松正真君。 

○１番（小松正真君）  私は歳出の７款商工費、

観光費の件でお伺いをしたいんですが、観光振

興調査事業、246万1,000円の件について、まず

この事業の中身についてちょっと詳しく教えて

いただきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  この事業、委託事

業、調査事業ですけれども、まず、コロナ時代

において、デジタル技術などを活用して新たな

観光振興、そういった在り方について地域の環

境業者、観光関連の事業者、団体のニーズや課

題を調査するものということになっております。 

 そして、アフターコロナというか、ウィズコ

ロナになるかはあれですけれども、2021年度、

来年度以降における民間企業の資産やデジタル

技術等を活用した観光振興策を検討するもので

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

○１番（小松正真君）  事業の中身としては、

デジタル技術を活用して、新しい観光をつくる。

コロナの影響を受けながら生活していく中の新

しい観光をつくっていくための課題を調査する

業務を委託したいという話だったというように

理解をしております。 

 結局、この課題を調査してもらった後には、

観光推進協議会に提案をしてもらって、新しい

計画を立てていくということだというふうに事

前の説明をお伺いしているんですけれども、観

光推進協議会でなぜこういうふうな調査という

のができないんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  観光推進協議会で

なぜできないかという話なんですけれども、た

だ、こういった調査事業を、例えば、今、ＪＲ

とか鉄道と連携したりとかっていうのもありま

すし、また、レンタサイクルなども観光に力を

入れています。あとは、今、飲食店の観光推進

のクーポンなど、交通やそれこそそういった市

内の回遊を総合的に見て、かつ、デジタルも絡

めてとなってくると、十分な調査ができるのは、

観光推進協議会で調査したとしてもやはり新し

い視点というものは出てきませんので、やはり

外の業者から客観的な視点で調べていただくの

が適切と考えて事業化しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

○１番（小松正真君）  ３回目なので最後なん

ですけれども、観光推進協議会、内部の人たち

だけでやると新しいことができないからという

お話でしたが、以前からもう補正予算でそうい

うふうなことができる人材を新たに入れるとい

うことで補正予算を去年も組んだりとか、そう

いうことをしていたはずなんですよ。だから、

その答弁というのはちょっと納得はできないと

ころもあります。 

 事業の中身についてなんですけど、例えば、

アフターコロナ、ウィズコロナというような、

横文字が並んだ言葉があるんですけど、コロナ

が過ぎ去った後を想定してやっていくのか、コ

ロナと付き合いながら観光をしていくことを想

定していくいのか。付き合いながらもどういう

ふうな。何と言ったらいいんですかね。コロナ

の患者さんの数とか、そういうレベルがあると

思うんですけど、そういうのの設定は委託業者

のほう、委託された業者さんのほうでこういう

定義にしてというものを何パターンか出してく

るのか、こっちからこういうふうな定義でお願
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いしますという、その見通しを立てて出してや

るのか、それはどっちなんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  どちらかと言われ

れば、付き合いながらといった側面が多いかと

思います。というのは、結果的にそうなるとい

うことで、まず１つは先ほどから言っています

答弁の中で、政府のほうでＤＸ、デジタルトラ

ンスフォーメーションというのもありますし、

その中で、コロナの中で、リモートとかオンラ

インとか、そういった、なかなか人と人が近づ

かない、密にならない、そういった生活スタイ

ルというか、出てきておりますので、そういっ

た部分を見据えて調査していただくということ

になります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時11分 休憩   

────────────────── 

   午後３時21分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 質疑ありませんか。７番菊池美也君。 

○７番（菊池美也君）  ７款の商工費の２目商

工振興費に係って、まず、この財源。県の補助

金の財源がございます。それを活用しての事業

ということになっておりますが、この新型コロ

ナウイルス感染症対策市町村総合支援事業費、

この要綱というか、どういったものに活用でき

る交付金、補助金なのか、お尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  県の新型コロナウ

イルス感染症対策市町村総合支援事業費補助金

で、この補助事業に関しましては、３つの事業

に充てることとされておりまして、一つが雇用

の維持と事業の継続、もう一つが次の段階とし

て官民を挙げた経済活動の回復、そして３つ目

が強靭な経済構造の構築。 

 すみません。３つといいましたが、あともう

一つ、その他、知事が特に認める事業、この４

つになっております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

○７番（菊池美也君）  簡単に３つの事業に限

定してというか、遠野の実情に合わせたものを

県に申請、申請というか、要請してというか、

交付金を頂く、交付されるような形になろうか

と思うんですけれども、一応、6,016万円とい

う、遠野市への交付の限度額いっぱいいっぱい

を活用して事業を組み立てた、今回の補正予算、

２目の商工振興費という形で理解をしますが、

遠野の実情を把握する上でどのような調査、研

究をしたのか、そして、どういうことでこの４

つの事業、遠野の中小企業等事業支援金緊急対

策事業費ほか、３つ、４事業をどういう形で事

業化していったのか、お尋ねをします。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  ４つの事業に充て

ておりますけれども、まず、中小企業等事業資

金緊急対策事業費補助金、今回1,600万で上げ

ている事業ですけれども、こちらのほうはまさ

に資金繰りに厳しいということで、政府のセー

フティ保証とか、資金繰りを行っている事業者

を、まさに地域の実情に応じたというか、事業

者の状況に応じた支援になるかと思います。 

 もう一つ、次の項目４のデジタル化の促進事

業費補助金ですけれども、このデジタル化に関

しては、毎月のアンケート調査の中でＩＣＴ、

情報関係の支援が欲しいというような声がちょ

っと増えてきたものですので、今回、事業化さ

せていただいたところです。 

 あと、みなし個人の持続化事業費補助金です

けれども、遠野には産直が10以上ありまして、

市内の経済の中でも、市内で取れる農産物や加

工品など、販売しているところで、市の経済の

中でも非常に重要な位置を占めるということで

すので、まずそういった事業者が国の持続化給

付金をもらえていないというようなことがあり

ましたので、そういった部分に対応するという

ことになるかと思います。 

 あとは、次に、６番目の供給力向上促進事業

費ですけれども、こちらのほうは設備投資とい

うことでなっておりますけれども、その中で業

種を限定しておりまして、新型コロナの感染症
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の影響を受けた製造業や小売業、宿泊業といっ

た影響を受けているところの設備投資を支援す

るというような形で、そのような理由で県の事

業のほうに財源として充てているところであり

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

○７番（菊池美也君）  県の補助金の限度額の

上限いっぱいいっぱいを今回商工振興費に充て

て複数の事業を展開する考えであるという説明

を頂きました。確かに感染予防と経済活動って

両立しなければいけないのは確かなことで、こ

れはとても大事なことで、しかも、市内のニー

ズについても把握をして、それに見合ったよう

な事業を組み立ててきたということでございま

すが、今回の補正、経済対策だけで十分なのか、

それとも、やはりもう少し工夫が必要だとか、

今以上に市内の経済状況を把握するために、あ

るいは、経済再生するために何かのてこ入れが

必要だとか、どちらのお考えでしょうか。もう

これで十分と考えるのか、さらに工夫が必要な

のか、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  お答えいたし

ます。まだまだ対策は取っていかなければなら

ないというのが結論でございます。 

 それと、今回の県の補助金については、今、

産業部長が言ったように、中小企業等を支援す

るというのが根本的には前段ありますが、その

前に全協の中でもコロナ対策、市長が言ったよ

うに、基本的には国の臨時給付金と性質は同じ

ものです。ですが、今回の件については、若干、

これに条件がついています。 

 例えば、国の臨時給付金に対して合わせて国

の補助に対して裏側にこれを入れることはでき

ないということなので、両方入れることはでき

ないであるとか、２月までにこの事業は完了さ

せなければならないとか、あとは、来年度への

繰越しは駄目であるとか、そういうような、か

なり。実は申し上げませんでしたけども、条件

がありますので、その中で、企業と、あとは中

小企業への支援というのは、商店も合わせて。

そこを第一義に入れたところで考えたのが今回

の３番、４番、５番、６番の事業ということに

なっていますので、その辺は御理解いただいて、

できるだけ上限いっぱい充当していきたいとい

う考え方でこういう編成をしたところでござい

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

○12番（菊池巳喜男君）  私も６款の収入保険

加入促進事業費の補助金に関して今議員から２

人質問がありましたけれども、質問させていた

だきます。 

 先ほどの答弁では市内では66名の加入があっ

て、これから新規的に、新しく20名ほどこれか

ら加入促進していくんだという答弁がございま

した。 

 しからば、この66名という、今、加入してい

ただいている方々は、団体、要するに営農組合

等の加入はあるんでしょうか。ちょっとその辺

をお聞きいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  確認したところ、

営農組合のほうの加入は確認されていないとい

うことです。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

○12番（菊池巳喜男君）  先ほど、答弁の中で

は、この加入の条件の中には、青色申告に加入

しているというような条件があるようでござい

ますけども、営農組合がほとんどでございまし

て、法人の営農組合というのは加入しているか

どうかは分かりませんけども、任意の営農組合

が加入したくても加入できないような状況のよ

うに思いますけども、現在は収入減少影響緩和

交付金ということで、ナラシ対策のほうに入っ

ているわけでございますけども、これから青色

申告というハードルの高いところで市は収入保

険の加入促進に当たってはどのように営農組合

等々の対応をしていくものなのか、お聞きした

いと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  今回の事業では、

新型コロナウイルス感染症に伴う影響緩和とい
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うことで考えております。確かに議員のおっし

ゃるとおり、私も前の答弁で申し上げましたが、

既に青色申告をしていなければ収入保険に入れ

ないということですので、ただ、議員のおっし

ゃったとおり、収入保険に入れない場合は、お

っしゃいましたように、米・畑作物の収入減少

影響緩和交付金、ナラシ対策と言われています

けれども、こちらのほうがありますので、市の

ほうとしては、いずれにしろコロナの影響が今

後どの程度深くなるかもわかりませんので、こ

ういった保険なり、ナラシ対策、そういった部

分に参加していただくよう、ＪＡ花巻などとも

連携して、周知していきたいと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

○12番（菊池巳喜男君）  ２つの種類があって、

収入減少影響緩和交付金と今の収入保険と２種

類があると言っておりますけれども、組合の中

では、しからば、収入保険に加入していきたい

というような要望も出てくるかもしれませんが、

それには法人化なり、青色申告という、先ほど

来から、強い壁が、大きい壁があるわけでござ

いますので、その辺は県とか国に対して、壁を

少し下げて、壁というんだか、それを取り除い

ていただくか、少し任意組合でもこの収入保険

に入れるような取組をなさるべきではないのか

なというふうに思うわけでございますけども、

その辺を聞いて終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  産業部長。 

○産業部長（中村光一君）  確かにおっしゃる

とおり。ただ、収入保険の場合は、あくまでも

収入が減少になった部分に関してその９割を補

填するというものですので、やはりその事業を

行っていく中で、どれだけ収入があったかとい

うのは、やはり正確に把握できる仕組みが既に

ありますので、青申のような。だから、そうい

った部分に入っていただくのが全体となります

ので。 

 ただ、コロナの影響がかなり厳しくなってき

た場合には、何らかのそういった影響緩和措置、

国の従前の措置で足りない部分もあるかと思い

ますので、そういった部分に関しては、県や関

係団体とも連携して、国に要望を通していきた

いと考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

○９番（瀧本孝一君）  私も６ページの商工振

興費に関わってお尋ねいたします。 

 この補正予算に関しては何ら異論はありませ

ん。 

 議長にお許しを頂いて、３号補正であった外

出支援タクシー補助金についてちょっと伺いた

いんですが、まずいでしょうか。コロナ対策の。 

○議長（浅沼幸雄君）  12月定例会ももう間近

ですので、できればそちらの一般質問か何かで

やっていただければいいんですが、緊急を要し

ますか。 

○９番（瀧本孝一君）  期限があるそうですの

で、ちょっと。タクシーに。 

○議長（浅沼幸雄君）  できれば議案に沿って

やっていただきたいんですけれども。 

○９番（瀧本孝一君）  分かりました。 

○議長（浅沼幸雄君）  他にございませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 

 これより討論に入ります。反対討論はありま

せんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  賛成討論はありません

か。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  討論なしと認め、討論

を終結いたします。 

 これより議案第73号令和２年度遠野市一般会

計補正予算（第５号）を採決いたします。 

 採決は、起立により行います。 

 本案は提案のとおり決することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

   〔賛成者起立〕 

○議長（浅沼幸雄君）  着席願います。 

 起立全員であります。よって、本案は可決い

たしました。 

────────────────── 
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   日程第４ 議案第74号教育委員会の委員

の任命につき同意を求めることについ

て   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第４、議案

第74号教育委員会の委員の任命につき同意を求

めることについてを議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 

○副市長（飛内雅之君）  命によりまして、議

案第74号教育委員会の委員の任命につき同意を

求めることについての提案理由を御説明いたし

ます。 

 現在の教育委員会の委員の４名のうち、角田

直樹委員の任期が令和２年11月25日で満了とな

るので、後任に次の者を任命しようとすること

について、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により議会の同意を

求めるものであります。 

 住所、遠野市東舘町、氏名、藤山重理子。 

 なお、住所の詳細及び生年月日は議案書に記

載のとおりであります。 

 以上で、説明を終わります。よろしく御審議

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これより質疑を許しま

す。質疑ございませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議案第74号については、会議規則第37条

第３項の規定により委員会への付託を省略いた

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって委員会への付託は省略することに決しま

した。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議案第74号は人事案件でありますので、

討論を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、討論を省略することに決しました。 

 これより議案第74号を採決いたします。議案

第74号教育委員会の委員の任命につき同意を求

めることについては同意することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認め、よ

って、議案第74号は同意することに決定いたし

ました。 

────────────────── 

   日程第５ 議案第75号固定資産評価審査

委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについてから、 

   日程第７ 議案第77号固定資産評価審査

委員会の委員の選任につき同意を求める

ことについてまで。   

○議長（浅沼幸雄君）  次に、日程第５、議案

第75号固定資産評価審査委員会の委員の選任に

つき同意を求めることについてから、日程第７、

議案第77号固定資産評価審査委員会の委員の選

任につき同意を求めることについてまでの３件

を一括議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。飛内副市長。 

   〔副市長飛内雅之君登壇〕 

○副市長（飛内雅之君）  命によりまして、議

案第75号から議案第77号までの３議案の提案理

由を御説明いたします。 

 本件は、現在の固定資産評価審査委員会の委

員の任期が令和２年11月24日で満了となること

から、全員を再び選任しようとすることについ

て、地方税法第423条第３項の規定により議会

の同意を求めるものであります。 

 議案第75号固定資産評価審査委員会の委員の

選任につき同意を求めることについてにより選

任しようとする者は、住所、遠野市宮守町下宮

守、氏名、佐々木秀成であります。 

 議案第76号固定資産評価審査委員会の委員の

選任につき同意を求めることについてにより選

任しようとする者は、住所、遠野市新町、氏名、

多田恵美子であります。 

 議案第77号固定資産評価審査委員会の委員の
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選任につき同意を求めることについてにより選

任しようとする者は、住所、遠野市早瀬町四丁

目、氏名、小島常明であります。 

 なお、それぞれの方の住所の詳細及び生年月

日は、各議案書に記載のとおりであります。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  これより質疑を許しま

す。質疑ございませんか。 

   （「な し」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  質疑なしと認め、質疑

を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議案第75号から議案第77号までの３件に

ついては、会議規則第37条第３項の規定により、

委員会への付託を省略いたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認め、よ

って、委員会への付託は省略することに決しま

した。 

 お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議案第75号から議案第77号までの３件は

人事案件でありますので、討論を省略いたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、討論を省略することに決しました。 

 これより採決を行います。採決は各案件を１

件ごとに採決いたします。 

 これより議案第75号を採決いたします。議案

第75号固定資産評価審査委員会の委員の選任に

つき同意を求めることについては、同意するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第75号は同意することに決定いた

しました。 

 これより議案第76号を採決いたします。議案

第76号固定資産評価審査委員会の委員の選任に

つき同意を求めることについては、同意するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第76号は同意することに決定いた

しました。 

 これより議案第77号を採決いたします。議案

第77号固定資産評価審査委員会の委員の選任に

つき同意を求めることについては、同意するこ

とに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、議案第77号は同意することに決定いた

しました。 

────────────────── 

   閉  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で本日の日程は、

全部終了いたしました。 

 これにて本日の会議を閉じ、令和２年11月遠

野市議会臨時会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

   午後３時45分 閉会   

 


